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https://www.city.matsumoto.nagano.jp/smph/miryoku/index.html、2019 年 6 月 10 日閲覧）。 
3 この司祭館で、セスラン神父が 1901 年（明治 34 年）から辞典を編纂し始めた（松本市「旧松本カトリッ
ク教会司祭館」https://www.city.matsumoto.nagano.jp/smph/miryoku/bunkazai/takara/ken/kenzoubutu/ 
catholic.html、2019 年 6 月 10 日閲覧）。 
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から、こちらも学都につながる場所だ。 
お目当ての旧開智学校校舎に向かう。敷地入口の説明書きには、同校は 1873 年（明治 6 年）
に創立され、1876 年（明治 9 年）松本の中心部を流れる女鳥羽川沿いに擬洋風校舎を新築した
こと、当初は二階建ての教室棟を逆 L 字型に配し、延面積 2,653 ㎡、児童収容数 1,300 人の規
模だったことなどが記されている。また、構造は「木造二階建、寄棟造、棧瓦葺（さんがわら
ぶき）4、中央部八角塔屋付」で、更に「建築費約 1 万 1 千円の約 7 割を松本全住民の寄付によっ
て建築」した、とある。1961 年（昭和 36 年）には国の重要文化財に指定され、1963 年（昭和




旧開智学校（2019 年 2 月 26 日筆者撮影） 
 
旧司祭館（2019 年 2 月 26 日筆者撮影） 
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38 年）にこの開智小学校と田町小学校が合併し、新開智小学校が開校となった。旧開智学校校












歴史的な写真資料では、1884 年（明治 17 年）にニューオーリンズ万博に出品された開智学












さて、教育資料の一つに、1901 年（明治 34 年）の興味深い写真がある。校庭で輪になって
                                                          
5 旧開智学校展示資料。 
6 旧開智学校校舎の建設に携わった佐々木喜重（きじゅう）は、1885 年（明治 18 年）に松本の里山辺で
山辺学校建設の棟梁を務め、その校舎も八角の搭屋が特徴的である（松本市「旧山辺学校校舎」
https://www.city.matsumoto.nagano.jp/smph/miryoku/bunkazai/takara/ken/kenzoubutu/yamabe.html、
2019 年 6 月 10 日閲覧）。 
7 旧開智学校展示資料。 
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手をつないでいる幼い子供たちの背には更に幼い赤ん坊が背負われている。説明文によると、
これは「子守教育」と言い、「家庭が貧しく幼い頃より子守奉公に出ているため学校に通えない
子供を対象にした教育」とのことで、長野県内では、1883 年（明治 16 年）上高井郡延徳学校
で始まって以来各地で行われ、松本の旧開智学校では 1898 年（明治 31 年）の試験的実施を経




















長野県庁によると、「信濃の国」の作詞は 1899 年（明治 32 年）、作曲は翌 1900 年（明治 33
年）で、元は信濃教育会の依頼によりできた唱歌だった11。この頃、日清戦争の影響が教育にも
及んでおり、これを心配した同会が戦争から離れた地理歴史の唱歌をつくり、その一つが「信
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濃の国」だったという12。長らく歌い継がれてきて、県歌として制定されたのはそのずっと後
の（1968 年）昭和 43 年である。日清戦争の戦争色を一切排して、後世にも拠り所となる地域




の先駆けとなった普通選挙期成同盟会が、1897 年（明治 30 年）全国に先駆けて松本で結成さ
れたことを記念するものだ。木下は自由民権運動に詳しい浅井から多大な影響を受けた。こう
して重要な人物・史実が連鎖して旧開智学校を取り巻いていた。 
さて、一行の旧開智学校訪問から 2 か月も経たない 5 月 17 日、文化庁文化審議会は旧開智
学校校舎を国宝に指定するよう答申した。明治以降の学校建築が国宝に指定されるのは初めて













                                                          
12 長野県「県歌「信濃の国」について（歴史、歌詞の意味）」https://www.pref.nagano.lg.jp/koho/kensei/gaiyo/ 
shoukai/kenka.html（2019 年 6 月 10 日閲覧） 
13 長野県が県歌制定 50 周年を迎えるにあたり、「信濃の国」についての認知度調査を 2015 年（平成 27 年）
に実施したところ、「全て歌える」と「1 番は歌える」をあわせて約 8 割が「歌える」と回答し、70 歳以上
では約 9 割が「歌える」と答えている（長野県「平成 27 年度 第 2 回県政モニターアンケート」2015 年、
13 頁、https://www.pref.nagano.lg.jp/koho/kensei/gaiyo/shoukai/documents/151214houkokusyo.pdf、
2019 年 6 月 10 日閲覧）。但し、70 歳以上では 36.6％が「全部歌える」と回答しているのに対し、30-39
歳では 2.7％に過ぎず（同上）、世代間の差があった。 
14 『信濃毎日新聞』2019 年 5 月 19 日。 
15 『信濃毎日新聞』2019 年 6 月 4 日。 
16 『信濃毎日新聞』2019 年 5 月 18 日。 
17 同上。 






























                                                          
18 『中日新聞』社説、2019 年 5 月 31 日。 
19 『朝日新聞』地方欄、2019 年 6 月 29 日。 
20 『中日新聞』地方欄、2019 年 5 月 18 日。 






戸田と、1869 年の版籍奉還まで 6 回家系が入れ替わった。松本市によると、1593 年（文禄 2
年）に石川康長が天守の築城を始め、1613 年（慶弔 8 年）康長の改易に伴い、小笠原秀政が入









                                                          
21 松本城管理事務所「国宝松本城」https://www.matsumoto-castle.jp/ 
22 松本市「松本城の歴史」https://www.city.matsumoto.nagano.jp/smph/miryoku/siro/rekishi.html（2019
年 6 月 15 日閲覧）。 
23 松本城展示資料。読み仮名も同展示資料に準ずる。 
 
松本城（2019 年 2 月 26 日筆者撮影） 
 


































2019 年 6 月 30 日）。 



























う）書店という地方都市としては大型の老舗書店があった。鶴林堂は 1890 年（明治 23 年）の
創業で、1929 年に瓦屋根から 3 階建てのビルに建て替え、3 階にはギャラリーがあり展覧会の
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他にドイツ語講座などが開かれ、東隣の四柱神社境内にあった松本市公会堂と共に文化の発祥



























                                                          
30 中川治雄『松本平の今昔』郷土出版社、2003 年、81 頁。 
31 同上。 
32 みずほ総研「新まちづくり 3 法で中心市街地は活性化するのか」『みずほ総研論集』11 号、2006 年、39
頁。https://www.mizuho-ri.co.jp/publication/research/pdf/argument/mron0604-1.pdf（閲覧 2019 年 6 月
30 日） 









御所が併設されていた。1888 年（明治 21 年）松本の大火で四柱神社は消失し、2 年後に再建
された。この頃から神社の要請により通りに露店が出るようになった。こうして繩手は四柱神
社の参道として発展してきた。カエルが繩手のシンボルになったのは最近のことで、1989 年に







                                                          
33 ナワテ通り商業協同組合「なわて通り：カエルの街 Nawate Street Map」2016 年 6 月。 
34 中川、前掲書、63 頁。 
 
繩手通りの商店を女鳥羽川から望む（2019 年 2 月 26 日筆者撮影） 
 









だったが、1884 年（明治 17 年）菓子業に転じた。開運堂で城下町らしい和菓子を買い求め、
ちょうど日も暮れてきて松本の街歩きを終了した。 
 
















                                                          
35 松本市・松本観光コンベンション協会「松本街歩きマップ」2018 年。 
